
プログラミング授業(7)︓Processingで国旗を描こう

Processingとは︖

Processing（プロセッシング）は、Java（ジャバ）というプロ⽤の⾔語をもとにして作られた、簡単に図を描いたり
画像を扱えるようにしたプログラミング⾔語です。「メディアアート」と呼ばれる芸術作品を作るのによく使われま
す。

やってみよう︕

Processingを起動します。 

https://image.docbase.io/uploads/f5a862ee-05dd-4025-ab8c-46dad68ff28d.png


Processingの画⾯が開きました︕ 

このように1⾏のプログラムを⼊⼒します。

size(400,300); 

ポイント

( や ; をキーボードから探せるかな︖ ( や ) はシフトキーを押しながらキーを押します。

https://image.docbase.io/uploads/3ae365f7-4cf3-48e4-b2ff-4b776996c005.png


⼊⼒したら、三⾓形ボタンをクリックしてプログラムを実⾏します。 

ウインドウが開きます。 

size(400,300); というのは、横400ピクセル、縦300ピクセルのウインドウを開く、というプログラムです。
size（サイズ）は⼤きさという意味です。

点を表⽰しよう

最初に、とてもカンタンな例ですが、表⽰したウインドウに点を表⽰してみましょう。

size(400,300); 
point(150,100); 

プログラムに point(150,100) を追加します。point（ポイント）は「点」という意味です。 (150,100) の地点に
点を描きます。

https://image.docbase.io/uploads/50ce3bce-a6f1-4afe-9ff1-80de2118f62a.png
https://image.docbase.io/uploads/5661d8dc-e5f4-47e2-a53f-941a9bdf622b.png


実⾏すると、 

 
点があるのが⾒えますか︖

Processingの座標（ざひょう）
(150,100) の地点というのは、「画⾯の左上から右に150ピクセル、下に100ピクセルの場所」のことです。 

このように、Processingの座標（ざひょう）では、画⾯の左上が基準になります。

線を表⽰しよう︕

表⽰したウインドウに線を引いてみましょう。

size(400,300); 
line(0,0,200,100); 

https://image.docbase.io/uploads/ee5a03fb-a3bb-4817-9d53-61c23e2770a5.png
https://image.docbase.io/uploads/2424ec6a-0a29-4c6d-9270-592b262add23.png


プログラムに line(0,0,200,100); という⾏を追加します。

線が引けました︕ 

line(0,0,200,100); という命令は、 (0,0) の地点から (200,100) の地点に線を引く、ということです。
line（ライン）は線という意味です。座標は、画⾯の左上から数えるので、 (0,0) は「画⾯の左上から右に0、下に0
の地点」、つまり左上そのものを⽰しています。

四⾓形を描いてみよう

次に⻑⽅形を描いてみましょう。 line の⾏を削除して、代わりに下のように書きます。

size(400,300); 
rect(150,100,200,100); 

https://image.docbase.io/uploads/01f116a8-e828-4b1f-86fd-e09d783640ce.png
https://image.docbase.io/uploads/d79af351-991a-4a41-936f-a84ce4668e7b.png


⻑⽅形が書けました︕

(150,100) の地点から、、横幅 200 、縦の⻑さ 100 の⻑⽅形を描きます。円と違って、真ん中ではなく左上の地点
を指定します。rect（レクト）というのは、rectangle（レクタングル）の略で、英語で「⻑⽅形」を意味します。

やってみよう︕

いま描いた⻑⽅形は画⾯の真ん中にありません。画⾯の真ん中に移動させてください︕

円を描いてみよう

円も描けます。 rect の⾏を削除して、代わりに下のように書きます。

size(400,300); 
ellipse(150,100,200,100); 

https://image.docbase.io/uploads/010b665b-fed7-41b9-9f6a-26575939dce0.png


楕円（だえん）が描けました︕

(150,100) の地点を中⼼に、横幅 200 、縦の⻑さ 100 の円（楕円）を描きます。ellipse（エリプス）というの
は、英語で「楕円（だえん）」のことです。

やってみよう︕

いま描いた円は横⻑です。まん丸の円にしてください。

⾊を塗ってみよう︕

https://image.docbase.io/uploads/040483da-60c5-44dd-abfa-df784cda2217.png
https://image.docbase.io/uploads/5cda8a7c-5c6a-4394-8480-b9228d43f3d3.png


⾊を塗るには、 fill() を使います。

size(400,300); 
fill(255,0,0); 
rect(100,100,200,100); 

fill(255,0,0) で塗りつぶしの⾊が⾚になります。fill（フィル）とは、英語で「塗りつぶす」という意味です。

⾚以外の⾊の塗り⽅は副教材２⾊と線の変え⽅を読んで下さい。

保存の仕⽅

https://image.docbase.io/uploads/5e10fb67-7ec6-4942-8e85-19bd362d9881.png


Processingのファイルはパソコンに保存します。 

[ファイル]メニューの[名前をつけて保存]を選びます。

https://image.docbase.io/uploads/fddb5360-eb49-4c56-ae7b-bf92e8d5b7e5.png


[デスクトップ]を選びましょう。

ファイルの名前を⼊⼒しましょう。ファイルの名前は、クラス-番号-絵の名前というふうにします。

https://image.docbase.io/uploads/50abfaa4-a4fe-4951-9574-c7e1d913993b.png
https://image.docbase.io/uploads/ac59bc3d-59a2-4281-87ab-2e8b13d5e9c2.png


ポイント

Processingのファイル名に⽇本語は使えないので注意しましょう。

 
デスクトップを⾒ると⾃動的にフォルダができてしっかり保存されています︕（ファイル名の前にskecthとつくのは
Processingの仕組みによります）

⼆回⽬以降の保存

https://image.docbase.io/uploads/44f119d7-56c8-4e7d-994e-57e4fabbafbe.png


[名前をつけて保存]ではなく[保存]の⽅を使います。

今⽇の課題

その１︓⽇本の国旗
まず⽇本の国旗を描いてみよう。旗の縦と横の⽐率や、⾚い円の⼤きさに注意しよう。

その２︓好きな国の国旗
好きな国の国旗を描いてみよう。ネットでどの国の国旗がよさそうか調べてみよう︕思い浮かばないときのオススメは
ずばり、スウェーデン︕ 
副教材の１と２を参考にしてください。

https://image.docbase.io/uploads/f17e6b66-847e-4f68-9410-fdca7d5778b3.png


プログラミング授業(7)︓副教材 図形の描き⽅

点を描く

point(200,100); 

(200,100) の地点に点を描きます。point（ポイント）というのは英語で「点」のことです。

線を描く

line(100,50,200,100); 

https://image.docbase.io/uploads/30171a12-7db8-481d-9cd9-540acc8f7e13.png


(100,50) の地点（始点）から (200,100) の地点（終点）まで点を描きます。line（ライン）というのは英語で
「線」のことです。

円を描く

ellipse(150,100,200,100); 

(150,100) の地点を中⼼に、横幅 200 、縦の⻑さ 100 の円（楕円）を描きます。ellipse（エリプス）というの
は、英語で「楕円（だえん）」のことです。

https://image.docbase.io/uploads/f5b1fea1-e158-49af-bea6-6aded605c6fe.png
https://image.docbase.io/uploads/5cda8a7c-5c6a-4394-8480-b9228d43f3d3.png


⻑⽅形を描く

rect(150,100,200,100); 

(150,100) の地点から、、横幅 200 、縦の⻑さ 100 の⻑⽅形を描きます。円と違って、真ん中ではなく左上の地点
を指定します。rect（レクト）というのは、rectangle（レクタングル）の略で、英語で「⻑⽅形」を意味します。

三⾓形を描く

triangle(100,200,300,200,200,40); 

https://image.docbase.io/uploads/010b665b-fed7-41b9-9f6a-26575939dce0.png


 
座標A (100,200) 、座標B (300,200) 、座標C (200,40) をつないだ三⾓形を描きます。triangle（トライアング
ル）というのは英語で「三⾓形」のことです。

https://image.docbase.io/uploads/0a23d8ee-9bfd-4f5b-92f5-be9c7482f58d.png


プログラミング授業(7)︓副教材 ⾊と線の変え⽅

⾊を変える

Processingでは、塗りつぶしの⾊と線の⾊と背景の⾊を変えられます。 

なにも指定しないと線は⿊くなり、塗りつぶしは⽩です。背景は灰⾊になります。

塗りつぶしの⾊を変える
塗りつぶしの⾊を変えるには fill() を使います。

fill(255,0,0); 
rect(100,100,200,100); 

https://image.docbase.io/uploads/9a742213-75f0-4d70-be9e-b74fc0d4dd66.png


fill(255,0,0) で塗りつぶしの⾊が⾚になります。fill（フィル）とは、英語で「塗りつぶす」という意味です。

線の⾊を変える
線の⾊を変えるには stroke() を使います。

stroke(0,255,0); 
rect(100,100,200,100); 

stroke(0,255,0) で線の⾊が緑になります。stroke（ストローク）とは、英語で「線を引く」という意味です。

背景⾊を変える
背景の⾊を変えるには background() を使います。

https://image.docbase.io/uploads/5e10fb67-7ec6-4942-8e85-19bd362d9881.png
https://image.docbase.io/uploads/6c7dbab3-07b9-4fc8-9c5e-b2919fa295cd.png


background(0,0,255); 
rect(100,100,200,100); 

background(0,0,255) で背景の⾊が⻘になります。background（バックグラウンド）とは、英語で「背景」とい
う意味です。

塗りつぶし、線の⾊、背景の⾊をミックスする
fill() 、 stroke() 、 background() は同時に使うことができます。

fill(255,0,0); 
stroke(0,255,0); 
background(0,0,255); 
rect(100,100,200,100); 

https://image.docbase.io/uploads/7f2a1174-b736-4890-a5a4-502db9d08c88.png
https://image.docbase.io/uploads/66d1375a-0838-45cc-91c0-d32a06c16228.png


線の太さを変える

size(400,300); 
strokeWeight(10); 
rect(100,100,200,100); 

strokeWeight（ストロークウェイト）を使うと線の太さを変えることができます。ここでは、 strokeWeight(10)

として、線の太さを10にしています。 

⾊を付けたくない時は

塗りつぶしの⾊や線の⾊を付けたくない時は noFill() と noStroke() を使います。これらを指定すると塗りつぶし
の⾊と線の⾊が透明になります。

塗りつぶしの⾊をつけたくないとき
noFill() を使います。noFill（ノーフィル）は英語で塗りつぶしなしという意味です。

// 塗りつぶしの色を使わない 
size(400,300); 
noFill(); 
rect(100,100,200,100); 

https://image.docbase.io/uploads/c2498df6-8580-44ed-a740-11e30ad9d670.png


線の⾊をつけたくないとき
noStroke() を使います。noStroke（ノーストローク）は英語で線なしという意味です。

// 線の色を使わない 
size(400,300); 
noStroke() 
ellipse(200,100,100,100); 

⾊の指定⽅法

fill(赤の光の強さ, 緑の光の強さ, 青の光の強さ); 

https://image.docbase.io/uploads/5a51755b-f874-42ff-98ec-56db611a655b.png
https://image.docbase.io/uploads/2da7b26d-35ec-4ff6-8c39-8fded3aa970b.png


光の三原⾊の⾚と緑と⻘の光の強さをそれぞれ指定します。 
強さは、最⼩が0、最強が255です。ひとつの⾊で256段階ありますから、組み合わせは、256×256×256で
16,777,216⾊もあります︕

⿊
すべての⾊の光の強さが０です。⼀番暗い⾊、⿊になります。

fill(0,0,0); 

⽩
すべての⾊の光の強さが最強（255）です。⼀番明るい⾊、⽩になります。

fill(255,255,255); 

灰⾊
0〜255の間で３⾊を同じ強さにすると灰⾊になります。数字を⼩さくすると⿊に近づき、数字を⼤きくすると⽩に近
づきます。

fill(100,100,100); 

⾚

fill(255,0,0); 

⾚の光が最強です。明るい⾚になります。

⻩⾊

fill(255,255,0); 

⾚と緑を混ぜると⻩⾊になります︕

ツールを使った⾊の選択⽅法

Processingでは、「カラーピッカー」を使って⾊を選ぶこともできます。

[ツール]メニュー



 
[ツール]メニューから[⾊選択...]を選びます。

⾊をマウスで選ぶ

 
⾊をマウスで選ぶと、カラーコードが表⽰されます。この画⾯ではカラーコードは「#F7F250」です。[コピー]をクリ
ックするとこのカラーコードがコピーされます。

カラーコードを貼り付ける

size(400,300); 
fill(#F7F250); 
rect(300,200,100,100); 

fill()やstroke()にこのカラーコードを貼り付けましょう。

https://image.docbase.io/uploads/654edd7f-a9e5-4e0f-bc2c-37ff4fa24503.png
https://image.docbase.io/uploads/dfde1719-7598-43e9-8a1d-0d9e92ad21f6.png


https://image.docbase.io/uploads/2decc85c-4c0b-4b0c-8074-34b02113ee2f.png

